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【2016年度実績】

１．研究業績

著作・論文・学会発表等の名称 単著・共著の別

(1)発行所、全ページ数
(2)雑誌名、巻（号）、開始-終了
ページ
(3)学会名、開催都市

(1)(2)著者、編者名
(3)発表者（発表者は○印）

発行・発表年月

（１）著作

1

2

3

（２）論文

1 共著
 日本超音波骨軟組織学
術研究；15(2)；P.7-12

西原賢、坂本哲也 2016.6

2 共著
 保健医療福祉科学；6；
P.28-35

寺嶋美帆、五味敏
昭、西原賢、國澤尚
子、金村尚彦、林弘
之、成瀬秀夫、木村
明彦、小山浩司、
佐々木清三、石川陽
一

2017.3

3

（３）学会発表

1 共著
第51回日本理学療法学
術大会、千葉県

牧野諒平、西原賢,
笠井健治、春山幸志
郎、星文彦

2016.5

2 共著
第51回日本理学療法学
術大会、千葉県

春山幸志郎、笠井健
治、牧野諒平、星文
彦、西原賢

2016.5

3

（４）その他

1

2

3

２．競争的資金等の研究

研究期間

1 2016.4～2017.3

2

3

３．教育業績

講義・演習・実習・論文指導等の名称 期間

（１）講義

1 2016.4～2016.8

2 2016.11～2017.1

該当なし

電気運動生理学、物理療法学

博士（医学）

1986年早稲田大学大学院理工学研究科博士前期課程、1995年社会医学技術学院理学療法学科、2001年
北里大学大学院　医療系研究科博士後期課程

2001年埼玉県立大学保健医療福祉学部助手、2005年埼玉県立大学保健医療福祉学部講師准教授、2011
年埼玉県立大学保健医療福祉学部准教授、2015年埼玉県立大学保健医療福祉学部教授

日本理学療法士協会、専門リハビリテーション研究会（理事、渉外部長）、理学療法科学学会、International
Society of Electrophysiology and Kinesiology、日本電気生理運動学会、日本視覚学会、日本看護学教育
学会、日本運動療法学会、日本超音波骨軟組織学会

研究名、研究代表者・研究分担者の別

超音波画像を用いた大腿四頭筋の筋厚と
輝度の分析による高齢者の運動機能と骨
格筋との比較

MRIを用いた肘窩の採血・静脈注射部位
における皮静脈の解剖学的研究

外乱刺激応答時の足底内在筋活動に関
する研究

該当なし

概要（教育内容・方法等において工夫した点）

競争的資金等の名称

文部科学省・日本学術振興会科学研究費補助金（基盤研究
C）

超音波画像の空間的周波数分析を活用した加
齢による筋質変化特性の究明（研究代表者）

不安定板上座位での体幹セグメント間協
調性の定量化の試み　健常若年者・健常
高齢者・小脳性運動失調者での比較

記録データ解析学演習
運動や感覚などを記録したデータを基にして適切な解析方法を立案
させ、図や表にまとめられるように支援した。

物理療法学
物理療法の各療法による物理的刺激手段が、生体に及ぼす影響に
ついて講義した。



3 2016.11～2017.1

（２）演習

1 2016.10～2017.1

2

3

（３）実習

1 2016.4～2016.8

2 2016.4～2016.7

3 2016.4～2016.8

4 2016.6

5 2016.4～2016.9

（４）論文指導

1 2016.4～2017.2

2 2016.4～2017.3

（５）その他

1

2

3

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会等の講師

講演会、研修会等の名称 主催 講演、研修等のテーマ 開催年月

1

2

3

（２）国、自治体、財団法人等における委員等

国、自治体、財団法人等の名称 委員等の名称 任期

1

2

3

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

1

2

3

５．学内運営（委員会委員）

1

2

3

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

1

７．特許の保有状況

特許名 特許番号 登録年月

1

８．特記事項

該当なし

該当なし

該当なし

倫理委員会　委員

該当なし

該当なし

該当なし

該当なし

修士課程

博士課程

副指導：2名

主指導：1名

IPW実習
学生を実習施設に引率してIPW実習ファシリテーションや施設側との
連絡調整等を担当した。

運動学実習
これまで学習した人体の構造と運動について、より深く理解できるよ
うに実習を進めた。

基礎運動療法学実習
理学療法における各種運動療法について、理論と実習を交えて講義
や実習を行った。

身体機能作業療法学実習
作業療法における物理療法の刺激手段が、生体に及ぼす影響につ
いて講義した。

物理療法学実習
物理療法学で学んだ各療法の理論を基に、実習を通じた基本的手
技や実施方法の習得を目指した。

理学療法学研究法
理学療法の専門領域で学んだ知識を基盤として、理学療法学研究
の必要性を講義するとともに、科学的思考が深められるように努め
た。

IPW演習
模擬患者に対して学生4チームの患者ケアの立案のファシリテーショ
ン等を行った。


